
防災を目的とした
スマートアイランド構想

スマートアイランド研究会

野口 憲一

0



例：防災研究教育センター
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データ管理センター
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災害時支援基地の一部俯瞰図
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災害時支援ステーション小笠原
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なぜ小笠原を選んだのか

 支援前のリスクを考慮
 短時間に津波の影響を受ける
沿岸海域は、災害支援に出動
する前に被災する

 千キロ離れた小笠原は津波の
影響を受けにくい

 平常時の活用価値が高い
 世界自然遺産を守りながらの
観光拠点

 自然エネルギーの開発適地

 総合的な海洋開発の拠点
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計画概要（自走式の４胴船）

主要機能：４８時間以内の被災地支援開始
ヘリコプター・ホバークラフト・
水陸両用車・小型船舶等の離発着機能
救急病院施設
緊急避難所 ４８０００人受け入れ
救援物資 ２０万人分の備蓄

施設概要：４胴船 （長さ380m×幅155m）
延べ床面積 １９万 ｍ2

エンジン４基 延べ１５万馬力
巡航速度 ２７．８ｋｍ/ｈ
工期 基本計画から完成まで８年間
総工費 ５００億円
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事業主体・その他重要事項

事業主体：国・東京都・民間の三位一体

小笠原に平常時に停泊する条件

自然環境破壊防止

人口増加に対するエネルギー問題として、全
島オール電化を目指す

スマートアイランドが自然の景観を乱さない
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その他の重要事項

自然エネルギーの考
え方
 環境保全の観点から全島
オール電化を目指す

 潮流発電＋バイオエネル
ギー発電

第三の活用方法
 ２０２０年のオリンピック招
致の選手村として
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防災機能を備えた海上小都市
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海上小都市の機能

点在する海上防災支援基地

防災基地ネットワーク構想

自律分散型ネットワーク
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海上小都市の機能

水深：20m〜40m

東京湾での海上防災支援小都市

海ほたるから連絡橋で接続
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形態に関するコンセプト

美しい人工島である

海の幸を十分に取り入れた計画である

必要に応じて規模を増減できる

上部構造の高層化は避ける

人間的空間と機械的空間は分離して考える

建物は地域別に整理して全体的統一感を持たせる

建物の形態は機能に合わせ個性ある造形体とする

最悪の災害時への対応を考慮する
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配置計画

東京湾アクアライン
の海ほたるパーキン
グから３海里北上し
た海域に３単位設置
する

・１単位は1.5km□の八角
形平面（東京湾のほぼ
中央）

・アクアラインのインフラを
利用できる

13



基本平面形状

平面形状は八角形

エクステンションに有効

幾何学的にも美しい

点対称で方向性がない

規模は歩行距離から
1.5km□とする
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アーバンデザイン（全体計画）

十字形を意識したデザイン
八角形のアイランドの中央の600m□の広場を業務
地域として防災施設と公共施設を設置

中心には通信タワーを設けアイランド全体を眺めら
れる展望台を併設

広場を中心として周囲に形成される十字形の四辺
の矩形の地域は、三方は農地付集合住宅（クライン
ガルテン）及び独立住宅を計画

残りの一辺にはオフィス街でその先にアミューズメン
ト、商業施設、港湾等を計画
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アーバンデザイン（全体計画）

ゾーニング（用途地域）
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中央：業務（広場、タワー）

三方：住居・農業

残り一方：レクリエーション
（オフィス街、港）



住居・農業地域（クラインガルテン）

矩形の住居地域を３ブロック

１ブロックとは集合住宅６棟（980戸）、独立住宅
60戸

各住戸は100～

120㎡の農地付

住居
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住居・農業地域（クラインガルテン）

矩形の住居地域を３ブロック

１ブロックとは集合住宅６棟（980戸）、独立住宅
60戸

各住戸は100～

120㎡の農地付

住居
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住居・農業地域（クラインガルテン）
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外周の海側は二重に中庭付き平屋建ての独立
住宅を計画

高さの低い住宅を外周に計画



業務施設（公共施設・防災施設）
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アイランドの中央に位置

防災施設

海洋研究施設

 オフィス施設

公共施設

教育施設

管理施設



アミューズメントセンターと港湾施設

観光の中心

ホテル

レジャー施
設

港
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浮体内部の有効利用

浮体内部は２層のいわゆる地下空間

これの有効利用
ショッピング街

駐車場
15,000台分

淡水化施設
貯蔵・再循環

各種貯蔵施設

その他
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浮体構造

鉄筋コンクリート
耐久性あり

安価

構成単位浮体
 200m×200m×10m

 41ユニット

外周ユニット

トラス構造

内側ユニット

ラーメン構造
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拡張・縮小の可変性
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メジャーなエクステンション例

 １単位増設



拡張・縮小の可変性

マイナーなエクステンション例

漁業基地

レジャー施設
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概算工事費（１単位）
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・㎡当りの浮体グランドフロアーの価格は24.16万円
・田園都市市街地並みの土地価格



スタディのまとめ

防災支援基地としての機能
非常時及び平常時の海洋基地間の人の移動はヘリコプ
ターや船舶

通信は陸上局と沿岸そして沖合のスマートアイランドと
の衛星通信等

平常時の体制
スマートアイランド間の活性化・グローバル化
 ここではアクアラインによる車交通も可能

 リアリティーがある
 コスト検討の結果、基盤建設費は田園都市市街地並み
であり、実現性が高い
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地方自治体への提案説明

 2013.4 被災地視察と自治体への説明

岩手県

釜石市

 2013.7 愛知県への説明、意見交換

 2014.8 愛知県、三重県への説明、意見交換

 2014.9 中部地方整備局ヘの説明、意見交換
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ま と め

スマートアイランド研究会（2011年発足）では、過去６年

間に亘り災害地の復興支援における海からの支援にテー
マを絞り研究を続けてきた。具体的に取り上げた提案をア
ドバルーンとして今後更に研究を続けスマートアイランド
の実現を可能にする必要がある。
政府は国土強靭化の基本法に基づいて2013年暮れに

「国土強靭化政策大綱」を発表し、これに基づき基本計画
をまとめているが、その中には海からの支援については
未だに具体的な提案を見ない。

南海トラフ巨大地震が近いうちに起こると言われてもお
り、早急に対策する必要がある。
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ま と め

当研究会では魅力ある数々の提案を行い、昨今の日本
の国情に積極的にアピールしていくつもりである。

これからは建築の分野のみならず土木や造船そして海
洋環境等を含めた綜合的な研究機関で検討し、経済性を
含めた社会的なリアリティを持ったプロジェクトとして提案
する必要がある。

世界的な視野で見ても多くの建築家が様々な提案を
行っているが、夢半ばな状況であり、早期にリアリティの
ある提案を行い、国家プロジェクトとして成立させる時が
待たれる。
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